
 

 

 

 

   講師：山口大学人文学部 高橋 征仁 教授 

 3・11からもう4年が過ぎようとしています。4年という月日は人々にとって十分に長く、原発

事故が何一つ収束していかない中で、その風化の囁 きが聞こえてくるようになりました。放射能

汚染の改善の糸口すら見つからず、保養や移住を望む声が減らないにもかかわらず、です。 

 そんな状況下、 3・11以後の広域避難について調査研究してこられた高橋先生の講演、また子

どもたちを守るために力を尽くすウクライナの姿から私たちも学ぶことがあると思います。 

遠く離れた山口県ならではの支援の在り方を、ご一緒に探ってみませんか。 

 

日時：3月8日（日）14：00 ～ 17：00 

場所：小郡ふれあいセンター２F 

（山口市小郡下郷１４４０番地１）   

 

 

 

   

主催：おいでませ山口♪定住支援ネットワーク 結成準備委員会 

呼びかけ人：浅野容子（福島県から阿武町へ避難移住） 

橋本嘉美（宇部市）吉井美智子（下関市）    

低線量被ばく問題をめぐる 

地域住民の意識と行動 
 

おいでませ山口♪定住支援ネットワーク結成準備講演会 
 

プログラム （都合により順番が変更になることもあります） 

◎ DVD『チェルノブイリ・28年目の子どもたち―低線量長期被曝の現場から』  

◎ 経過報告と意見交換 

◎ 高橋 征仁 先生の講演 

 

ワンコインカンパ

をお願いします！ 

連絡先 ： 080-6331-0960 

事務局 安藤 

(福島～山口いのちの会）  
 


